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市場環境認識と潮流

▐ 新興市場の伸びに対するグローバル対応力の強化、
サービス化の加速、ＩＣＴ新領域での事業創造
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ＩＣＴ
市場環境

日本市場の停滞と内なるグローバル化進展
新興国でのマーケット機会と低価格化加速
国内外でのクラウド化、サービスシフト

世界の
競合他社の

動向

垂直統合の動きによるサービス化、
ＩＴ＆ネットワーク融合の流れ
インド、中国等新興国の脅威、リソース増強
エネルギー・水など、社会インフラ整備といった
新領域への投資、事業参入拡大
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中期経営方針

▐ “ＩＴ” と “ネットワーク” の融合を軸とした顧客志向の
ソリューションでＮＥＣグループビジョン２０１７を目指す

クラウド・サービスの潮流に乗った事業拡大

- ＩＴ・ＮＷソリューションによる差異化

- グローバル市場の着実な展開

- Ｏｎｅ ＮＥＣによる新規事業への挑戦

収益体質強化に向けた取り組み
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グループビジョン２０１７とＶ２０１２ - Ｂｅｙｏｎｄ ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ, Ｔｏｗａｒｄ ｏｕｒ Ｖｉｓｉｏｎ -
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Ｖ２０１２

-
Ｂｅｙｏｎｄ

ｂｏｕｎｄａｒｉｅ
ｓ, Ｔ

ｏｗａｒｄ
ｏｕｒ Ｖｉｓｉｏｎ

-

（2
010 –

2012）０９年度

当期利益 １００億円

ＲＯＥ １％

（海外比率 １９％）

１２年度

当期利益 １,０００億円

ＲＯＥ １０％

（海外比率 ２５％）

１７年度イメージ

当期利益 ２,０００億円

ＲＯＥ 約１５％

（海外比率 約５０％）

グローバルＩＣＴ
トップ１０を狙う

経営水準

Ｖ２０１２は
ＮＥＣグループビジョン２０１７を
実現するための確実なステップ
としてのマイルストーン

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

人と地球にやさしい情報社会を

イノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー

NECグループビジョン2017
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中期経営計画 総括
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（億円） ０８年度 ０９年度 １２年度 < ０９-１２ >

実績 予想 中計 年平均成長率

42,156 36,600 40,000 3%

海外売上高 9,345 7,100 10,000 12%
海外売上比率 22% 19% 25%

国内売上高 32,811 29,500 30,000 1%

△ 62 600 2,000

営業利益率 △ 0.1% 1.6% 5.0%

△ 2,966 100 1,000

ＲＯＥ - 1% 10%

ネットＤ／Ｅレシオ 0.9 0.6 0.5

売上高

営業利益

当期純利益

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在
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セグメント別 売上高・営業利益計画

売上高 営業損益
（億円）

940

6,716
5,620

8,486

7,390

3,090

10,018

8,500

2,665

2,150

9,418

8,910

1,448

3,404

36,600

40,000

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ

０９年度
（予想）

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

420

430218
50

560
560

△ 878

△ 510

△ 388

△ 320

58 70 <２％>
<２％>150

<５％>170

82

<８％>

<７％>

<８％>

△ 132

2,000

△62

０８年度

消去・
配賦不能

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ

１２年度
（中計）

600

42,156

09-12
年平均成長率

＋８％

＋２％

＋８％

＋７％

＋７％

０９年度
（予想）

０８年度 １２年度
（中計）

<営業利益率>

△２７％



１．市場に密着したＩＴ・ネットワーク
ソリューションによる事業拡大
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顧客志向の更なる推進による差異化

▐ 全社アセットの活用によるマーケット拡大
⇒ 枠を超え、ビジネスユニットを超えた活動でビジネス拡大にチャレンジ

相互の顧客アセットへあらゆる商材、ソリューション提供

ＩＴ系のサービス・ノウハウ、ネットワーク系のグローバル展開ノウハウを相互展開

ＩＴ系のプラットフォーム技術、ネットワーク系のインフラ技術融合で差異化
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エンタープライズ テレコムキャリアソーシャルインフラ

システム・インテグレーション
サポート （保守）
アウトソーシング

サーバ
ソフトウェア

移動通信システム
固定通信システム

ＩＰテレフォニーシステム

＜顧客＞

Ｃ＆Ｃ
製品・サービス

顧客ニーズに合った複合ソリューション

ネットワークＩＴ ＮＥＣ
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▐ 顧客を軸に全社のアセット （Ｃ＆Ｃ） を糾合し、
優位に戦えるフィールドで成長を目指す

ＩＴサービス

ＩＴプロダクト

企業ＮＷ

社会インフラ

エレクトロンデバイス

パーソナルＳＬ

キャリアＮＷ

エンター
プライズ

テレコム
キャリア

ソーシャル
インフラ

ユビキタス
デバイス

顧客別／セグメント別 売上高計画
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

５,３００７,３００９,４００売上高予想 （０９年度） ７,７００

（億円）

＋７％ ＋１０％ ＋１３％ ＋７％

成長領域

（除く半導体、その他）

ＯＭＣＳ： Ｏｐｅｎ Ｍｉｓｓｏｎ Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｓｙｓｔｅｍ、ＡＦＩＳ： 指紋認証システム、ＬＴＥ： Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ （３.９世代移動通信システム）

09-12
年平均成長率

センシング
デバイス

クラウド指向
サービス

サービス向け
端末・デバイス

ユニファイド
コミュニケーション

モバイルインフラ

ＩＴ・ＮＷ共通プラットフォーム

電池

ＩＤソリューション

ＡＦＩＳ

フィジカル
セキュリティ
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<6％>

<3％>

3,600

400

5,300

① エンタープライズ領域

▐ 成長の方向性
クラウドサービスの拡大と
収益モデルの確立

▐ 今後の展開
国内顧客へのクラウドサービス導入
で先行
先進顧客との協業による新ビジネス
の創出とグローバル展開
企業ネットワークのグローバルな顧客
アセット活用 （ＮＥＣフィリップス社を
１００％子会社化）

継続的なＳＩ革新により、安定的な
収益を確保
ＩＴ・ＮＷ共通プラットフォームによる
売上拡大
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

11,400

０９年度
（予想）

１２年度
（中計）

9,400
＋４８％

＋４％

（億円）
売上高

グローバル
サービス

クラウド指向
サービス

国内
ＩＴサービス

（既存）

プラット
フォーム

（ＩＴＰＦ＋企業ＮＷ）

△１％

<営業利益率>

大幅増

09-12
年平均成長率
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<9％>

<7％>

1,700

1,600

100

3,900

② テレコムキャリア領域

▐ 成長の方向性
キャリアにおける投資の主力である
ソフト・サービス領域へのシフト

▐ 今後の展開
ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ社およびＩＴソリューシ
ョンの力を集結しグローバル顧客に
サービスを展開
テレフォニカ向け提案で実現した
ＩＴ／ＮＷ統合商談を横展開
ＬＴＥ、フェムトなど次世代の
ネットワークインフラ拡大

国内ネットワークシステムの安定的
な収益を維持
継続的な開発費の効率化
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

9,700

０９年度
（予想）

１２年度
（中計）

7,300

大幅増

＋６％

＋１５％

±０％

（億円）
売上高

海外
ネットワーク
システム

国内
ネットワーク
システム

海外
ソフト・サービス

国内
ソフト・サービス

<営業利益率>

09-12
年平均成長率
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<6％>
<6％>

2,800

200

2,300

③ ソーシャルインフラ領域

▐ 成長の方向性
ＮＥＣらしい特徴あるソリューションに
よるグローバル拡大

▐ 今後の展開
アジア／新興国における社会セキュ
リティ投資機会の取り込み
電池を核にしたエネルギー
／スマートグリッド事業の拡大

社会システム／防衛・宇宙での
売上拡大と安定的収益の確保
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

7,600

０９年度
（予想）

１２年度
（中計）

5,300

純増

＋３％

＋１％

（億円）
売上高

国内
ＩＴサービス

社会システム
／防衛・宇宙

エネルギー
デバイス

パブリック
セーフティ

＋８２％

<営業利益率>

09-12
年平均成長率
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<2％><2％>

1,200

1,000

5,500

④ ユビキタスデバイス領域

▐ 成長の方向性
クラウドに接続するサービス連携端
末へのリソース集中

▐ 今後の展開
「カシオ日立モバイルコミュニケーショ
ンズ」 との事業統合による
海外携帯電話端末事業の新展開
業種顧客とのパートナリングによる
サービス連携端末事業の立ち上げ

ＰＣ、携帯電話での国内シェア確保
と継続的な原価低減、開発費効率
化による事業体質強化
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

9,400

０９年度
（予想）

１２年度
（中計）

7,700

＋２６％

△４％

（億円）
売上高

国内向け
従来端末

海外向け
端末・

デバイス

＋２８％

サービス連携
（含むＢＩＧＬＯＢＥ）

<営業利益率>

09-12
年平均成長率



２．クラウド・サービスの潮流に乗った
事業拡大

① ＩＴ・ＮＷソリューションによる差異化
② グローバル市場の着実な展開
③ Ｏｎｅ ＮＥＣによる新規事業への挑戦
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① ＩＴ・ＮＷソリューションによる差異化 （クラウド時代のＮＥＣの強み）

▐ 『既存システム/ユビキタス』 ＋ 『クラウドサービス』 統合・連携提供

サービスに最適化された専用ユーザインターフェイスを持つ端末と
クラウドサービスとの連動
→ 例 ： ユニファイド・コミュニケーションのクラウドサービス ＋ ソフトフォン

▐ 付加価値の高い 『クラウド環境構築』 （対象拡大：キャリア／社会システム）

データセンター同士を広域ネットワークで接続することによるワイドエリアでの
均質なサービス提供

新たなネットワーク制御技術の活用により、エンド・トゥ・エンドにおける
高品質かつ安定的なクラウドサービスへの接続を実現

▐ 業種横断的なオファリング と コンサルテーション

高付加価値クラウドサービス開発

業際／異業種の 「協調」 「連携」 のご提案

クラウドプラザ
オープン後４ヶ月
約２００社来訪
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▐ “Ｃ＆Ｃクラウド戦略” 関連事業で１兆円を目指す

市場・地域の顧客特性にあわせて
マーケットインのアプローチでソリューションを展開

ＩＴ・ＮＷソリューション事業の拡大
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1,100

1,100

1,000

アウトソーシング事業

次世代ワイヤレスＢＢ

ユビキタスデバイス
（サービス連携）

3,900

1,800

1,000

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

Ｃｌｏｕｄ Ｐｌａｔｆｏｒｍ ＳｕｉｔｅＴＭ

Ｎｅｔ Ｃｒａｃｋｅｒ

キャリア ＳａａＳ/ＭＤＳ

セキュリティシステム

公共・交通システム

クラウド指向
サービスＰＦＳＬ

商
談
連
動

プラットフォーム

クラウド環境構築
（テレコムキャリア）

（ソーシャルインフラ）

クラウドサービス
（エンタープライズ）

中核となるＣ＆Ｃクラウド事業
１２年度売上高 （億円）

ＭＤＳ ： Ｍａｎａｇｅｄ Ｄｅｓｋｔｏｐ Ｓｅｒｖｉｃｅ

1,400
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Ｃ＆Ｃクラウド戦略のロードマップ （主要サービス群）
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1,100

1,100

1,400

０９年度 ～ １２年度

エンターエンター
プライズプライズ

テレコムテレコム
キャリアキャリア

ソーシャルソーシャル
インフラインフラ

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
／
ク
ラ
ウ
ド
環
境
構
築

▲ＮＥＣグループ実証

▲ＮＧＮ構築 → ＯＳＳ （周辺）

▲海外キャリアからの
受注拡大

▲パブリッククラウド構築
ｂｙ キャリア （海外）

▲デジタルサイネージ強化

▲マネージドデスクトップサービス （キャリアと共同）

▲クラウド指向
データセンター
のグローバル展開

▲自治体クラウド

▲スマートグリッド

▲スマートインフラ （輸送）

▲パブリックセーフティ

Ｎ
Ｇ
Ｎ

Ｃ
＆
Ｃ
ク
ラ
ウ
ド

▲ＰａａＳ

▲中堅・中小向けＳａａＳ

▲商用テレマティクス （物流）

▲クラウド指向サービス

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

ＰａａＳ ： Ｐｌａｔｆｏｒｍ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ

ＯＳＳ ： Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｓｙｓｔｅｍ

（億円）
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▐ データセンタ、キャリアシステム、社会インフラシステムのクラウド化
に有効なＩＴ・ＮＷ共通プラットフォームの開発に着手

ＩＴ・ＮＷ共通プラットフォームの開発
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ＩＴ機器／ＮＷ機器との間で部品を相互流用
ＮＷ機器の制御機能をデータセンターに集約
ＩＴ・ＮＷを一元的に“見える化”
簡便な障害対応と保守拠点・保守在庫の縮減

FMC

Storage

Network
ServerTransport

Terminal

Application
Middleware

共通アーキテクチャによる
シンプルなシステム

共通アーキテクチャによる
シンプルなシステム

ＴＣＯ
最大５０％削減

導入期間
５０％削減

消費エネルギー
５０％削減

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

＜ ２０１０年1月２１日発表 ＞

１
ｓ
ｔ
ス
テ
ッ
プ

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ッ
プ

ＩＴ・ＮＷ統合運用
管理・監視システム

ＩＴ・ＮＷ統合運用
管理・監視システム

ＩＴ・ＮＷ統合
プラットフォーム

ＩＴ・ＮＷ統合
プラットフォーム

Ｃｌｏｕｄ Ｐｌａｔｆｏｒｍ ＳｕｉｔｅTM

＜ プラットフォーム １２年度売上高 １,０００億円 ＞
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▐ ネットワークの強みをＩＴプロダクト製品に融合

１ｓｔ
ステップ

ＩＴとＮＷの社内アセット統合に向けたステップ
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キャリアネットワークＢＵ

企業ネットワーク事業本部

ＩＴプラットフォームＢＵ

海外営業ＢＵ

営業ＢＵ
ＩＴとネットワークの
ワンストップでの
営業体制構築

＜ ２００９年４月実施 ＞

２ｎｄ
ステップ

プラットフォームＢＵ

＜ ２０１０年４月実施予定 ＞

Ｃｌｏｕｄ Ｐｌａｔｆｏｒｍ ＳｕｉｔｅTM融合製品

“ＩＴ・ＮＷ共通プラットフォーム” プロジェクトで融合加速
～ 新アーキテクチャ （通信機器とＩＴ機器の統合） の開発 ～

営業

開発
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▐ グローバル５極におけるＯｎｅ ＮＥＣ体制構築

域内面的事業ポートフォリオ （リソース活用、域内最適ソリューション創出）

コンピテンスセンター化によるノウハウ蓄積、事業拡大

買収企業のアセット最大活用、アライアンス

② グローバル市場の着実な展開
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日本での
ガバナンス

北米

中南米

・ＮＥＣインフロンティア、
ＮＥＣユニファイド・ソリューションズを
ＮＥＣアメリカ統括法人に統合

・スフィア社を活用したユニファイド
コミュニケーション事業の拡大

・ネットクラッカー社の事業拡大

ＡＰＡＣ

中華圏
ＥＭＥＡ

・ＮＥＣフィリップスの１００％子会社化
→ ＮＥＣヨーロッパ統括法人配下へ

中国におけるグループの販売法人等１９社を
ＮＥＣ中国統括法人配下にした上で１０社に集約

マーケットニーズを探索し
各ＢＵ、および他地域へ展開

グループの販売法人等１５社を
ＮＥＣアジア統括法人配下に

ブラジル・アルゼンチン
を核に体制を強化
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アジア・新興国への注力拡大 （地域別戦略）

▐ アジア・新興国マーケットへの注力により、中期的に
海外売上高で１兆円 （売上高比率２５％） を目指す

新興国向けの低価格機種の投入 （ＰＯＳなど）

海外営業ＢＵに“中華圏ＡＰＡＣ営業本部”を設立 （２０１０年４月予定）
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在。年平均成長率のカッコ内の数字は半導体を除いたもの

北米

中南米

中華圏
・ＡＰＡＣ

ＥＭＥＡ
1,500 → 2,300

＋１５％
（＋２８％）

400 → 800

3,200 → 4,500
2,000 → 2,400

アライアンスによる
顧客アセット獲得

ソリューション事業を
核とした拡大戦略

億円

09-12
年平均成長率

キャリアクラウドビジネスへの
先駆的取り組み
企業ＮＷ、キャリア顧客に
ＩＣＴソリューション展開

パブリックセーフティ
次世代通信インフラ
ＪＯＣ向けサービス事業展開
低価格製品投入 パブリックセーフティ等

差異化ソリューションの展開
キャリア顧客基盤をベースに
新規事業展開

携帯 （ＮＥＣカシオ）
企業ＮＷ顧客に
ＩＣＴソリューション展開 ＋２６％

（＋２６％）

＋１２％
（＋２７％）

＋６％
（＋２０％）

ＪＯＣ : Ｊａｐａｎ-ｏｒｉｅｎｔｅｄ ｃｏｍｐａｎｙ
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▐ Ｏｎｅ ＮＥＣによる統合セキュリティ事業拡大・体制確立

コンピテンスを集約し、グループ横断推進体制確立

• ３０カ国以上、２００以上のバイオメトリクス・ソリューション導入実績

“パブリックセーフティ事業” のグローバル展開
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

中期的な売上高目標 ： １,０００億円レベル
ＡＦＩＳ： 指紋認証システム

フィジカルフィジカル
セキュリティセキュリティ

＜統合監視ソリューション＞＜統合監視ソリューション＞
＜赤外線センサ＞＜赤外線センサ＞

ボーダーボーダー
コントロールコントロール

ＡＦＩＳＡＦＩＳ

ｅパスポートｅパスポート 国民ＩＤ国民ＩＤ
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▐ グループの保有アセットを活用し、顧客に間断なく提供

グローバル国内

マーケット
（顧客）

① マーケットニーズ
の探索

③ 顧客アセットなどを
梃子に国内外に展開

③ Ｏｎｅ ＮＥＣによる新規事業への挑戦
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プラットフォーム
（商材）

① 自社保有テクノロジー
の組み合わせ・活用

サービス
（ソリューション開発）

② ソリューション開発

・ モバイル・ワイヤレス・ブロードバンドインフラ
・ 認識・認証 （画像・音声・指紋）
・ 接点デバイス （カメラ・センサ）
・ 環境・エネルギー （リチウムイオン電池、急速充電器）
・ 高速大量情報処理、制御・オートメなど

キャリア顧客
３００社超

企業ＮＷ顧客
約２０,０００社

ＪＯＣ顧客
（ＩＴサービス）
主要３００社

新規顧客
アセット
の獲得

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

国内顧客
１５０,０００社

ＪＯＣ : Ｊａｐａｎ-ｏｒｉｅｎｔｅｄ ｃｏｍｐａｎｙ
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エネルギー／スマートグリッド事業の拡大

▐ 自動車電池事業を起点に環境・エネルギー領域へ展開
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③ スマートグリッド

① 自動車用リチウム
イオン電池事業
（電極部品事業）

② スマートネットワークの
事業・技術の確立

ＩＣＴ技術と蓄電技術を活かした
スマートグリッド市場に参入

パートナー連携で事業創出

スマートメータ （自動検針システム）

ＨＥＭＳ （ホームエネルギーマネジメントシステム）

電気自動車用急速充電器

グローバルな環境・エネルギー領域の
キーデバイスの位置づけ

日産自動車との協業による
「量産効果」 と 「車載品質」 を武器に
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リチウム電池を軸とした本格事業展開

▐ エネルギー事業化を本格推進し、売上高１,０００億円へ

Page 26

日産自動車、ルノーとの戦略
的パートナーシップをベースに
事業を拡大

- “ＮＥＣエナジーデバイス” を
２０１０年４月に設立予定
（約３００人体制）

- ２０１２年度末の年間生産能力
を１,０００万ｋＷｈへ

将来、スマートグリッドを核とす
る新領域を創出

- 環境・エネルギー事業本部を
２０１０年４月に新設

1,000

2,000

1,000

１２年度
（中計）

０９年度
（予想）

１７年度
（推定）

自動車向けを
核とする領域

スマートグリッドを
核とする新領域

（億円）
売上高

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在
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▐ ユーザとクラウドサービスをつなぐユビキタス端末を創造
（海外携帯、サービス連携でそれぞれ＋１,０００億円を目指す）

ユビキタスデバイス領域での端末への取り組み

携帯電話端末

- 海外キャリアとの連携強化

• タフネス携帯で更なる
プレゼンス強化

• ＮＥＣ、カシオ日立の強みを
活用し競争力ある商品投入
（２画面端末、防塵・防水等）

スマートフォン・新端末

- オープンＯＳを用いた
新領域端末の投入

サービス連携

- 垂直統合サービス支援
ビジネス戦略の強化

• 垂直統合サービス提供企業
に対し、ＮＥＣが
「サービス特化端末」
「サービスプラットフォーム」
「通信環境」 をワンストップ
で提供する新たなビジネス
モデルの創造
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ビジネスイメージ例） セブン銀行向けＡＴＭ端末

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在



３．収益体質強化に向けた取り組み
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事業変革による競争力強化を加速

▐ 各事業をクラウドを軸に括り直し

▐ ＮＥＣの目指す姿に向けて事業変革を加速
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事業の位置づけ
見直し （ローリング）
事業の位置づけ
見直し （ローリング）

事業の選択

・ 半導体事業の非連結化

・ 日本電気真空硝子の株式売却

・ 日本電気硝子の株式売却

事業の選択

・ 半導体事業の非連結化

・ 日本電気真空硝子の株式売却

・ 日本電気硝子の株式売却

グローバル化サービス化 インテリジェント化
された社会基盤

クラウド

他社アセット取り込み、活用

・Ｍ＆Ａ、パートナリング

他社アセット取り込み、活用

・Ｍ＆Ａ、パートナリング

全社横断による事業創造

・社会セキュリティ、
ユビキタスサービス端末 他

全社横断による事業創造

・社会セキュリティ、
ユビキタスサービス端末 他

新規事業への参入

・電池事業 他

新規事業への参入

・電池事業 他

ＮＥＣ
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事業変革を支える確実な収益基盤の確立

高成長の実現のための人事
施策を展開し、人材を有効に
活用

- 海外リソースへのシフト

• グローバル事業拡大により
オフショア開発・ＳＩ要員を
１０,０００人体制とし、
効率的な事業運営を図る

- サービスリソースへのシフト

• サービス型人材を倍増し
１１,０００人レベルへ
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０９年度
（予想）

０８年度
（実績）

１２年度
（中計）

36,600

40,000

42,156

（億円）
売上高

変動費

固定費

営業損益

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

▐ 筋肉質の収益構造に向けた取り組みを強化

２,９００億円
削減
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Ｖ２０１２は
ＮＥＣグループビジョン２０１７を
実現するための確実なステップ
としてのマイルストーン

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

人と地球にやさしい情報社会を

イノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー

NECグループビジョン2017

グループビジョン２０１７実現のためのＶ２０１２に執着

Ｖ２０１２

-
Ｂｅｙｏｎｄ

ｂｏｕｎｄａｒｉｅ
ｓ, Ｔ

ｏｗａｒｄ
ｏｕｒ Ｖｉｓｉｏｎ

-

（2
010 –

2012）０９年度

当期利益 １００億円

ＲＯＥ １％

（海外比率 １９％）

１２年度

当期利益 １,０００億円

ＲＯＥ １０％

（海外比率 ２５％）

１７年度イメージ

当期利益 ２,０００億円

ＲＯＥ 約１５％

（海外比率 約５０％）

グローバルＩＣＴ
トップ１０を狙う

経営水準





参考資料
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《参考》 売上高 増減イメージ

０９年度
（予想）

36,600

１２年度
（中計）

40,000

ＩＴサービス

ネットワーク
システム

社会インフラ

パーソナル
ソリューション

（億円）

＋８％

＋８％

＋７％

＋７％

エレクトロンデバイス
（除く半導体）

＋その他

半導体
非連結化

エンター
プライズ

テレコム
キャリア

ソーシャル
インフラ

ユビキタス

その他
（デバイス他）

＋７％

＋１０％

＋１３％

＋７％

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

＜セグメント別＞ ＜顧客別＞

09-12
年平均成長率
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《参考》 営業利益 増減イメージ

０９年度
（予想）

600

１２年度
（中計）

2,000

ＩＴサービス

ＩＴプロダクト

ネットワークシステム

社会インフラ

パーソナル
ソリューション

（億円）

＋２ｐｔ

＋５ｐｔ

＋３ｐｔ

±０ｐｔ

±０ｐｔ

利益率
増減ｐｔ

半導体
非連結化

エンター
プライズ

テレコム
キャリア

ソーシャル
インフラ

ユビキタス

その他
（デバイス他）

＜セグメント別＞ ＜顧客別＞

±０ｐｔ

±０ｐｔ

＋３ｐｔ

＋２ｐｔ

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在
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《参考》 顧客別／セグメント別の関係
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ＩＴサービス

企業ＮＷ

キャリアＮＷ

社会インフラ

エレクトロンデバイス

パーソナルＳＬ

ＩＴプロダクト

エンター
プライズ

テレコム
キャリア

ユビキタス
デバイス

ソーシャル
インフラ

国内ＩＴサービス （既存）
クラウド指向サービス
グローバルサービス

プラットフォーム

プラットフォーム

国内ネットワークシステム
海外ネットワークシステム

国内ソフト・サービス
海外ソフト・サービス

国内ソフト・サービス

海外ソフト・サービス

パブリックセーフティ

国内ＩＴサービス

パブリックセーフティ

社会システム/防衛・宇宙

国内ＩＴサービス

エネルギーデバイス

国内向け従来端末

国内向け従来端末
海外向け端末・デバイス

サービス連携
（含むＢＩＧＬＯＢＥ）
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300

1,300

900

2,600

2,000

《参考》 顧客別グローバル戦略

▐ エンタープライズ
企業ＮＷ顧客パークへのＩＴソリュー
ションの展開
クラウド・サービス型事業の展開

▐ テレコムキャリア
ネットワーク事業で培った顧客ベー
スに新規成長領域への参入
• キャリアクラウド、フェムト、

ＢＢモバイル、ＯＳＳ／ＢＳＳ

▐ ソーシャルインフラ
バイオメトリクス／フィジカルセキュリ
ティ事業拡大 （パイロットモデルとし
て全世界へ展開）
Ｕｔｉｌｉｔｙ新規領域への参入
（スマートグリッド）

Page 37

※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

10,000

０９年度
（予想）

１２年度
（中計）

7,100

＋３１％

＋２４％

＋５９％

（億円）
売上高

テレコム
キャリア

ソーシャル
インフラ

ユビキタス
デバイス

エンター
プライズ

＋２５％

ＢＳＳ ： Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｓｙｓｔｅｍ

09-12
年平均成長率

デバイス他
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《参考》 法人税等負担率の今後の見通し

▐ 赤字連結子会社の黒字化により、法人税等の負担率は
適正水準に向けて改善
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０７年度 ０８年度

法定実効税率 40.5% △40.5%

評価引当金の増減額 36.9% 55.8%
赤字会社での

評価引当金計上

のれんの償却額 3.2% 5.0%

損金不算入の費用 4.5% 1.2%

その他の要因 2.7% △9.4%

法定実効税率との差異 47.3% 52.6%

税効果会計適用後の

法人税等の負担率
87.8% 12.1%

赤字連結子会社の
黒字化による改善
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《参考》 フリーキャッシュフローの今後の見通し

▐ ＩＴ・ネットワークを軸に営業キャッシュ・フローが改善し、
継続的に１,０００億円超の安定水準へ
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

2,258 2,383
1,923

273

△ 847

△ 1,697
△ 1,358

△ 1,731

０５年度
（実績）

０６年度
（実績）

０７年度
（実績）

０８年度
（実績）

０９年度
（予想）

1,411

（億円）

686

565

△1,458 0

１２年度
（中計）

フリーキャッシュフロー

投資
キャッシュフロー

営業
キャッシュフロー

△９１４

ＮＥＣエレクトロニクス
税金等調整前当期純損失
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▐ 有利子負債削減、自己資本増強でＤ/Ｅレシオ改善

《参考》 バランスシートの今後の見通し

ＮＥＣエレ非連結化で
有利子負債減少

ＮＥＣは継続的に
有利子負債削減

ＮＥＣエレ非連結化で
自己資本に影響なし

利益計上による
自己資本の増強
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※ 予想値は、２０１０年２月２５日現在

総資産 ２兆９,３８３億円
（２００９年１２月末）

流動資産

1兆5,543億円

固定資産

1兆3,841億円

負債

2兆942億円

純資産

8,441億円

ＮＥＣエレ非連結化で
総資産が減少



＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社 （以下ＮＥＣと総称します。） の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に

関する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他

の資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。ＮＥＣは、そのような開示を行う場合、将来予想に

関するセーフハーバー （ｓａｆｅ-ｈａｒｂｏｒ） ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいて

いますが、そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された結果を実現できない場合があります。また、こ

れら将来予想に関する記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。この

ため、これらの記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々

な要因により実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)ＮＥＣの事

業領域を取り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるＮＥＣの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下

落圧力、(3)激しい競争にさらされた市場においてＮＥＣが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことがで

きる能力、(4)ＮＥＣが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、

潜在的な法的責任、(6)市場環境の変化に応じてNECが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート （特に

米ドルと円との為替レート） の変動、(8)ＮＥＣが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくない

状況や動向、(9)ＮＥＣに対する規制当局による措置や法的手続きによる影響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公

表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能でありま

す。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、ＮＥＣがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を遂行するこ

とにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要

となる場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできま

せん。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２００８年度は２００９年３月期、２００９年度は２０１０年３月期 （以下同様） を表しています。


